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	製品名: ヒスタミンH1受容体ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab12041
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒスタミンは、肥満細胞、腸管クロム親和性細胞様細胞、およびニューロンから放出される普遍的なメッセンジャー分子です。その様々な作用は、ヒスタミン受容体H1、H2、H3、およびH4を介して媒介されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は膜貫通タンパク質であり、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属します。ヒスタミンは、平滑筋の収縮、終末細静脈の収縮による毛細血管透過性亢進、副腎髄質からのカテコールアミンの放出、および中枢神経系における神経伝達を媒介します。記憶学習、概日リズム、体温調節など、複数のプロセスに関連していることが知られています。また、アトピー性皮膚炎、喘息、アナフィラキシー、アレルギー性鼻炎などのアレルギー疾患の病態生理に寄与することも知られています。同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシングバリアントが同定されています。 [Reffunction提供:末梢組織において、ヒスタミン受容体のH1サブク​​ラスは、平滑筋の収縮、末端細静脈の収縮による毛細血管透過性の増加、副腎髄質からのカテコールアミン放出を媒介するほか、中枢神経系における神経伝達を媒介する。,PTM:第3細胞質ループにおけるリン酸化の潜在的部位は、受容体分子を介したシグナル伝達の調節において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
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	HRH1抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HRH1抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヒスタミンH1受容体ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析

